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論文内容の要旨
韓国の金融機関は、銀行金融機関、非銀行預金取級機関、保険会社、証券会社、その他の金融機関に分
けられる。銀行金融機関には、一般銀行と特殊銀行、銀行信託勘定が存在する。また、非銀行預ー金取扱機
関は、綜合金融会社、投資信託会社、相互信用金庫、信用協同機構、郵便局預令を含んでいる。
これら金融機関の資産規模の推移をみると、一つの特徴がみられる。それは、銀行の資産規模の持続的
減少と銀行以外の金融機関の資産規模の持続的増加である。とくに、 1980年代以降、投資信託会社や綜合
金融会社、信用協同機構の資産規模は著しくJVl加している。
本稿の課題は、このような現象の背景を明らかにすることである。この課題を解決する鍵として、本稿
では、 1950・1960年代に巨大化していた韓国の私金融市場の存在に注目する。なぜならば、韓国の場合、
銀行以外の金蝕機関の多くが私金融市場の対策としてJ970年前後に設立されたからである。したがって、
戦後、とくにL970年代以降における韓国の金融システムの発展過程は、この私金融市場と銀行以外の金融
機関の発展との関係を中心に検討していく。
だが、 1950‘1960年代に巨大化した私金融市場が存在していたというのは、韓国の金融・証券市場がい
かに未発達の状態であったのかをあらわすものでもある。したがって、韓国の私金融市ー場が巨大化した歴
史的背景を明らかにしておく必要がある。そのために、本稿では、研究対象の時期を戦前までさかのぼり、
植民地時代(L910-45年)における金融・証券市場の発展過程の検討から始める。それによって、戦前か
ら戦後にわたり、韓国の金融システムがどのように形成されてきたのかを把握する。これも本稿の目的で
ある。
以下では、各章の内容を簡単に紹介する。
まず、第ー部(第 l章、第2章)では、戦前朝鮮の金融システムについて検討する。
第l章では、戦前朝鮮に本庖を置いた地場銀行を取り上げる。戦前朝鮮の地場銀行は、 1920年末に21行
も存在したが、それ以降、地場銀行の合併が急激に進み、 1943年には2行のみとなる。この章では、この
地場銀行の合併過程や背景を明らかにする。
第2章では、朝鮮の植民地期に存在した主つの証券取引所、京城(現在のソウル)株式現物取引市場
0920-31年)、朝鮮取引所(1932-43年)、朝鮮証券取引所(1943--45年)の発展過程を検討する。
それによって、植民地期の証券市場がいかに投機的市場であったのかを明らかにする。
つぎに、第二部(第3章、第4章、第 5章)では、戦後の金融システムについて検討する。
第3章では、 1950・60年代に巨大化していた韓国の私金融市場を取り上げる。韓国の私金融市場の実態
や拡大背景を明らかにした上で、私金融市場の対策として、銀行以外に新しい金融機関が次々と設立され
たことについて述べる。
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第4章では、韓国の投資金融会社を取り上げる。投資金融会社は、私金融市場の資金を吸収するために、
1972年短期金融業法によって設立された金融機関である。だが、 1990年代に入り、 32もの存在した投資金
融会社がすべて銀行や証券会社、綜合金融会社に業種を転換する。この草では、この投資金融会社の業種
転換の背景を明らかにする。
第5章では、韓国の投資信託を取り上げる。韓国の投資信託は、 1970年に始まったが、それ以降著しい
拡大をみせる。 1995年末現在、投資信託の資産規授は70兆ウォンを超え、同年GOPのおよそ20%の水準
に達する。この章では、このように急拡大した投資信託が韓両の金融システムにおいてどのような意味を
もっ存布なのかを明らかにする。
最後に、終章では、本稿の内容をまとめた後、銀行の資産規模の低下現象が私金融市場を制度化する過
程でもたらされたことを指摘し、結論とする。
論文審査の結果の要旨
提出された論文の特色は、韓同の金融制度の形成と変遷を、私金融市場との関連で明らかにしたところ
にある。本論文は、第二次大戦前の朝鮮を対象とする第一部と、戦後の韓国の金融制度を対象とする第二
部に分かれる。
まず、第一部で論者は、戦後の韓国における私金融市場の成長の背宗として、戦前の日本統治下の朝鮮
の金融制度の変遷を示している。第 i章では、戦前朝鮮の銀行機構が、日本による植民地としての統治の
もと、様々の制約から、充分な募俸を形成することが出来ず、脆弱な構造のままに留まったことが、明ら
かにされる@第2草では、戦前朝鮮の証券市場が、投機的な短期清算取引の市場に留まり、産業金融のた
めの資金調達の市場としては、未発達なままに留まったことが指摘されている。論者は、このように戦前
朝鮮の金融制度が、銀行機構と証券市場の両面で、未発達に宵まったことを、戦後の私金融市場の膨張の
背景として包括的に明らかにした。このように、長期的な視点、から、包括的に韓国の金融制度の変遷の背
累ーを検証している点も、本論文の特色であり、高く評価される。
第二部では、日本統治下の朝鮮において未発達なままにとどまった金融制度が、戦後、私金融市場の膨
張という問題に直面し、この市場に対する対策を経て、新たに形成・再編されていく過程が、明らかにさ
れている。
第二次大戦後、そして、朝鮮戦争の後、発達した金融制度をもたないまま、経済の再建の過程にはいる。
第3章は、この過程で問題となる私令融市場の実態や、この市場への対策を検証している。そもそも、私
金融市場の研究は、資料的な制約の大きい領域であるが、それにもかかわらず、この市場の実態と影響を
明らかにした点に、本論文の独自性があり、本論文を高く評価できる所以である。狭障な金融市場のもと
で、政策的に低金利が強いられた銀行資金は、おもに設備資金に利用される。また、大企業向けの貸出が
銀行融資の中心であった。その他の資令需要をみたすための市場として、私金融市場が巨大化する。そし
て、貯蓄もまた、低金利の銀行よりも、高金利の私金融市場へと向かったことを、本論文は明らかにして
いる。私金融市場対策として、採られたいくつかの措置を、本論文はとりあげているが、論者が、特に注
目するのは、第4章で取り扱われる投資金融会社の設立である。この投資金融会社によって、事実上、私
金融市場は、縮小に向かう。私金融市場へ向かっていた資金を、投資金融会社が、吸収することになるの
である。そして、投資金融会社の成功と規模の拡大は、従来から弱体であった銀行の地位の、相対的な地
位侭ドにつながった。さらに、第5章で扱われる投資信託の成功も、証券市場の拡大をもたらし、銀行の
地位の相対的な低下につながった。
このように本論文は、従来、取り上げられることの少なかった韓国の金融制度の変遷の全体像を、私金
融市場をrl心にすえて、明らかにしている。戦前の朝鮮における金融制度から現在に平ーる長期的な視座に
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たち、さらには、銀行制度と証券市場の両面にわたって金融制度の変遷の経緯を包括的に明らかにしてい
る点、もともと資料的な制約が大きく、分析の困難な私金融市場の実態や、成長の背景を明らかにしてい
る点、私金融市場対策が、韓国の金融制度の再編につながったことを明らかにした点、いずれにおいても、
本論文の独自性は高く評価され、わが国の韓同研究にも貢献するものと判断する。よって、審査委員会は、
本論文が博士(商学)の学位の授与に値するものと認める。
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